
【お祈り下さい】 

・コロナ禍が一日も早く収束しますように！ 

・地境が広げられて必要として下さっている方のもとに伺う事が

出来ますように。 

・何とかしてお一人にでも、キリストの愛をお届けすることが出

来ますように。 

・チャリティーCD｢小さないのちのドア｣が用いられますように。 

・引き続き、どうかこの小さな者が、主の通り良き管として用い

て頂くことが出来ますように。 

・西宮北口聖書集会の伝道者として、良き働きができますように。 

                       

 皆さん、お久しぶりです。毎度、このご挨拶からで申し訳ありません。 

 昨年は、活動がほとんどなかった上に、実は、前回の「通信」には書かなかったのですが、昨年の 9 月ごろから体調が悪く

なり始め、11 月には高熱、全身の痛みがあり、ついに 11 月下旬から 1 ヶ月近く入院しておりました。 

 前回お知らせした 11 月のスケジュールはぎりぎり守られてご奉仕を終えることができたことを感謝しています。 

 病気は、もともと持っていた膠原病の別の種類のものだとわかり、一通りの検査、治療の後、クリスマス前に退院すること

ができ、今は投薬治療が続いています。 

 初めは、クリスマス前、アドヴェントの忙しい、けれども恵みの時期に、なぜ入院しなければならないのだろう、と思いま

した。 

 しかし今は、アドヴェントの時期に、どこよりも静かにイエス様のご降誕について思いめぐらす時と場が与えられたことは

幸いなことだったと思うようになりました。 

 そして、人として数えられてさえいなかった羊飼いたちのところに、最初にイエス様お誕生のニュースが伝えられた意味、

最も低くされている、最も弱い人たちのところにこそ、イエス様が来てくださったことの意味について思いめぐらすひと時と

なりました。 

 痛みを伴う検査ではイエス様の十字架を思いました。 

 そして、病んでいる自分と共に主がいてくださることを感謝のうちに味わうことができました。 

 いくつかの体の弱さが与えられていることは、わたしにとっては恵みなのだと思っています。自分の 

弱さを知る時、主を仰ぎ見、イエス様が共にいてくださる恵みを味わうことができるからです。 

 今日も私を生かしてくださっている主に、心から感謝いたします。 

 年も明け、今、こうして春を迎えつつある今もコロナ禍は続いていますが、イースターが近づき、改めてイエス様にこそ  

希望があることを実感しています。 

 昨年から延期になっている予定も含め、今年の予定がどうなるのか、まだわからない部分も多いですが、主にゆだねて一歩

ずつ前進していこうと思います。 

 また、コロナ禍の中で、オンラインミーティングや動画配信など、少しずつ学び、活用するようになりました。 

 YouTube チャンネル「 https://www.youtube.com/c/おしゃべり賛美家-菅原早樹 SakiSugawara 」も、少しずつで

すが充実させていくように頑張ります。インターネット、スマホ等でご覧になれる方は是非ご覧下さいね。 

 

 東日本大震災から間もなく 10 年を迎えようとしている今、昨年から東北に行けなくなっていることが残念でなりません。 

コロナ禍が収束したら何をおいても駆け付けたいと思っています。そのためにもお祈りいただければ幸いです。 

 

 皆様のお体が守られ、また笑顔でお会いできる日を心から楽しみにしています。 
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